
平成２９年２月教育委員会会議（定例会）会議録
１　日　時　　平成２９年２月１７日（金）午前10時30分～午前11時55分
２　場　所　　市役所６階　６０２会議室
３　出席者         内藤隆行教育長

［委　員］大岩幹夫教育長職務代理者、吉本理委員、中川奈緒美委員、
寺本彰委員、清水国明委員
　　　　 ［事務局］美甘寿規教育総務部長、田中和貴学校教育部長、師岡林教育総務部次長、堺俊彦学校教育部次長兼学校教育課長、木村立彦文化財保護担当参事兼文化財保護課長、市川雅美教育総務課長、深谷康博教育総務課主幹兼教育企画室長、末廣和久教育施設課長、安田幸雄社会教育課長、海老沢康子スポーツ振興課長、倉富恵理子生涯学習推進センター所長、中村まさみ所沢図書館長、結城尊弘学校教育課教育指導担当主幹兼健やか輝き支援室長、川上一人保健給食課長、米澤三八子教育センター所長
　　　　　［書記］　青木穂高教育総務課主査、名雪晋祐教育総務課主任
４　前回会議録の承認
５　会議の傍聴者　なし
６　開　会　　 　 本日の議案は、追加議案第３１号の１件。なお、議案第３１号は、人事に関する審議のため非公開としたい旨の発議があり、出席委員全員が賛成し、非公開で審議されることに決定した。　　　　　
７　議　題
●議案第３１号　県費負担教職員(管理職)の人事に関する内申について
資料に則り、田中学校教育部長から説明がなされた。
※内藤教育長の採決により、出席委員全員が賛成し、原案どおり可決された。

８　協議事項　平成２９年度所沢市教育行政推進施策について
　　資料に則り、深谷教育総務課主幹兼教育企画室長から、以下のとおり説明がなされた。
教育行政推進施策は、所沢市教育振興基本計画の施策体系に沿った単年度実施計画として、現在事務局で策定を進めている。当推進施策の元となる現在の所沢市教育振興基本計画は平成３０年度に計画最終年度を迎えることから、平成３１年度以降の所沢市教育委員会の目指す方向性や基本理念、施策を体系化し、第２次所沢市教育振興基本計画を策定することにより、本市における「教育」の一層の振興を図るものである。

主な事業として掲載されている事業は、第二次所沢市教育振興基本計画策定事業を含め７７事業である。このうち４６事業が「重点事業」である。重点事業の定義は、所沢市総合計画の実施計画に掲載がある事業、及び「総合的に取り組む重点課題」に該当する事業等である。これ以外の「主な事業」については、各分野のバランスや重要度を踏まえ、所属と調整したうえで３１事業を掲載した。
　主な事業や新規事業等に関しての説明は次のとおりである。

「「学び創造アクティブプラン」学力向上推進事業」は、昨年度までの「学び創造プラン」を受けて、主体的・対話的で深い学びを意識した教員の授業力向上に向けての研究や、さらに先進的な授業研究の推進などを実施するものであり、確かな学力定着に向けて生活習慣を見直し、家庭での学習や読書を進めるなど、児童生徒の学力向上を図るための事業である。
「未来へ羽ばたく人材育成のためのTokorozawa English Action Plan」は、小学校３年生から中学校３年生までの７年間における英語教育の取組を推進することで、英語によるコミュニケーション能力の向上を図り、グローバル化する社会をたくましく生き抜く児童生徒の育成を目指す事業である。
「学校司書配置事業」は、学校図書館担当教員（司書教諭）を補助する学校司書を配置し、学校図書館の円滑な管理・運営と充実を図る事業である。なお、平成２９年度は小学校の学校司書を２名増員し、小中学校合計で２７名の配置を予定している。
「教育相談事業」は、昨年度まで「その他の事業」として掲載していた「不登校解消推進事業」を統合したもので、相談体制の充実や教育支援センター「クウェスト」の活用等を行い、児童生徒や保護者等を支援していく事業である。
「健やか輝き支援事業」は、いじめや不登校、非行問題行動などの課題に対し、児童生徒、保護者、学校への支援を行う事業である。
「学校給食センター再整備事業」は、経年による施設・設備の老朽化が進んでいる市内２か所の給食センターの再整備に向けて、資金調達や民間活力の導入手法などを研究及び検討するものである。
「防音校舎改修事業」は、防衛省が定めた区域の学校２校について、防衛施設周辺防音事業補助金を利用して、復温除湿工事を行うものである。
「校舎内装木質化事業」は、木質化による多様な効果等を踏まえ、生徒の教育環境向上を目的として、中学校１校の普通教室及び廊下等の内装木質化に取り組むものである。また、この木質化は、木材の利用を促進し、森林の活性化など地球温暖化防止にも資するものである。
「小学校施設整備事業」は、所沢市公共建築物修繕計画に基づき、記載してある各学校の改修工事等を行う事業である。
「校務用コンピュータ更新事業」は、経年劣化による不具合が生じている平成２２年度導入の教職員用のパソコン９８１台及び周辺機器を更新するものである。
「就学援助事業」は、経済的な理由により小中学校における給食費や学用品費などの支払いが困難な世帯に対し、就学にかかる経費の一部を援助することで、義務教育の円滑な実施を図る事業である。なお、平成２９年度は、新入学児童生徒学用品費を増額する。
「人権教育推進事業」は、人権教育リーフレットの発行、人権教育に関する研修会の開催等を通じて人権教育の推進を図り、差別や偏見のない明るい地域社会づくりに寄与するものである。なお、平成２９年度は、埼玉県教育委員会等の主催による「西部地区人権教育実践報告会」が所沢市で開催される。
「公民館施設整備事業」は、「所沢市公共建築物修繕計画」に基づき、記載の公民館の改修工事等を行うものである。
「公民館ホール照明ＬＥＤ化整備事業（富岡公民館）」は、マチごとエコタウン推進基金を利用し、富岡公民館ホールの照明をＬＥＤ化することで、省エネ化や利用者の利便性の向上を図る事業である。
「所沢航空記念公園多目的運動場人工芝化事業」は、埼玉県と共同で行う運動場の人工芝化を進め、快適な利用環境を整備するものである。
「テニスコート人工芝張替え事業」は、総合運動場のテニスコートは、経年劣化による磨耗等が見受けられるため、張替えを行うものである。
「スポーツ推進計画策定事業」は、現在の計画が、平成３０年度に計画最終年度を迎えることから、平成３１年度以降のスポーツ施策における理念や方向性を示し、体系的な行政運営を行っていくために、新たな「スポーツ推進計画」を策定するものである。
「第８期図書館電算システム再構築事業」は、貸出や返却等の図書館サービスの処理を行っている電算システムを再構築し、利用者サービスの向上を図るものである。
「北秋津・上安松土地区画整理事業地内埋蔵文化財調査事業」は、区画整理事業地内に、３か所の埋蔵文化財包蔵地（遺跡）が存在するため、必要な調査を行うものである。
「国指定重要文化財「小野家住宅」保存修理事業」は、国指定重要文化財に指定された「小野家住宅」を後世に永く残していくために、保全に必要な修理工事を行う事業である。
最後に「中富民俗資料館施設整備事業」は、「所沢市公共建築物修繕計画」に基づき、改修工事を行うことで施設の延命化を図る事業である。
今後のスケジュールは、今回ご協議いただいた意見をもとに、次回教育委員会会議において、議案として審議をお願いする予定である。
　以下、質疑。
（寺本委員）

　　資料１ページの「基本方針」に、「すべての子どもに自立して社会で生きていく基礎を育てます」とありますが、「子ども“に”」ではなく「子ども“が”」の方が、日本語としてのつながりが良い気がします。

（深谷教育総務課主幹）

「基本方針」の文言に関しては、平成２３年に策定された「所沢市教育振興基本計画」に記載されている内容に基づいています。
（美甘教育総務部長）
　　来年度から平成３１年度以降の「所沢市教育振興基本計画」の策定業務を始める予定となっているため、基本方針そのものが見直される可能性もありますが、その際に、文言の修正なども行っていきたいと思います。
（寺本委員）

　　総合教育会議において、「大綱」はできるだけシンプルな内容にするという意見が出ていたと思いますが、そのこととも刷り合わせをお願いしたいと思います。
（深谷教育総務課主幹）

「大綱」に関しては、当施策の目標や根本となる方針が大綱に該当すると位置づけられるため、相互に関係していくものであります。

（内藤教育長）
　　説明を補足させていただくと、「就学援助事業」に関しては、新入学児童生徒の入学準備金が不足しているのではないかということが国会でも取り上げられており、平成２９年度は新入学児童生徒学用品費を増額しています。
　　また、「所沢航空記念公園多目的運動場人工芝化事業」に関しては、市が工事費総額の３分の１程度を県に寄附する形で進めていきます。
（美甘教育総務部長）
　　将来的には、照明や観戦スタンドが整備され、サッカー、フットサル、ラグビーなどに活用することができ、また、子ども用のサッカーグラウンドのラインも引かれる予定となっているなど、市民の利便性も向上すると考えています。
（吉本委員）
　　スポーツの試合を行うために利用する場合、どの程度のランクの大会まで使えるものになりますか。
（美甘教育総務部長）
　　大会の種類や状況によっては、公式戦でも利用できる可能性もあると県から聞いています。オリンピック・パラリンピックの可能性についても確認したところ、運動場が整備された段階で適宜考えていきたいとの回答でした。

（吉本委員）

　　スポーツイベントは、観光事業の面からも大きな要素となるので、できるかぎりランクの高いスポーツイベントで使用できるようにしていただきたいと思います。

（寺本委員）
　　主な事業の一覧を見ると、重点事業となっている事業が多く見受けられますが、これだけ重点事業が多いと、本当に重要視すべき事業がどれなのか見えづらくなってしまう印象を受けます。

平成２９年度から重点事業ではなくなるのは、どの事業ですか。
（深谷教育総務課主幹）

　　「放課後支援事業」と「所沢こどもルネサンス開催支援事業」です。
（寺本委員）

「「学び創造アクティブプラン」学力向上推進事業」において、【New】とされている項目も多く掲載されています。これまでも同じような取組をしてきたと思いますが、【New】の対象となる基準はどのようなものでしょうか。
（堺学校教育部次長）
　　平成２３年から２５年までの３年間は、「学び改善プロジェクト」として取り組み、平成２６年から２８年までの３年間は、「学び創造プラン」として取り組んできました。これらの事業は、学校・家庭・地域が一体となって、子ども達の学力向上のために取組を進めていくというものでありましたが、それを来年度から、さらに進化・発展させるという方針に基づいた事業が「学び創造アクティブプラン」となります。ここで「アクティブ」と銘打ったのは、主体的・能動的という意味を込めています。
　　【New】に関しては、これまで各学校で取り組んできたことを、全体に広めて、さらに進化させていくということで【New】としています。

（大岩教育長職務代理者）
　　「「学び創造アクティブプラン」学力向上推進事業」に関して、地域における取組の中で、「『あいさつ』から関係をつくり、『地域行事』への積極的参加を促す」とありますが、このことが、子ども達のどのような力の向上に繋がるのでしょうか。「『あいさつ』から関係を作り」という部分が分かりにくい気がします。
　　また、「幼児教育を学校教育に生かすために、幼稚園・保育園・こども園と連携を図る」とありますが、幼稚園は文部科学省、保育園は厚生労働省というように、管轄と目的の違う機関との連携をどのように行うのか、具体的なイメージが湧きづらい印象を受けます。
（堺学校教育部次長）
　　「あいさつ」や「地域行事」に関しては、体験活動を充実させて、「考える力・判断する力・表現する力」の育成に繋げることを目指しています。
　　また、幼稚園・保育園等との連携に関しては、ご指摘のとおり管轄の違いはありますが、子ども達に身につけてもらいたい力の育成に向けて、乳幼児期から様々な体験をさせて、小中学校に繋げていきたいという考えに基づいたものです。具体的にどのように連携していくかに関しては、各学校の地域の現状を踏まえながら進めていきたいと考えています。
（内藤教育長）

　　幼稚園・保育園等との連携に関しては、「未就学段階における機関との連携」という観点からの取組だと認識しています。
学校における取組としては、ユニバーサル・デザインの視点を取り入れた授業や、思考ツールの活用等、ここ数年の取組が功を奏してきているという印象を受けます。【New】の中には、これまでも取り組んできたことの延長線上にある内容もありますが、
効果が上がっているので、新たにどの学校でも取り組んでいただきたいという意図があると理解しています。「学び改善プロジェクト」と「学び創造プラン」において、連続性をもって３年ごとにステップアップしてきた取組を、更に進化・発展させていくということです。



　
（吉本委員）

　　「ふるさと研究活動の推進」に関して、江戸の終わりから明治・大正にかけて、所沢出身で様々な分野で活躍した方がいると思います。もし、ある程度歴史的評価が定まっている方がいるのであれば、そういう方たちをもう少し発掘して、所沢の子ども達に伝えてほしいですし、この分野の事業をより充実させていっていただきたいと思います。

（美甘教育総務部長）

　　「文化芸術活動の振興」に関する事業が、市民部の文化芸術振興課へ移管となりました。文化芸術振興課では、所沢で歴史的に名の残るような人物を調査して、その事実を市としてどのように活かせるか、市民にどのように伝えていくことが出来るか、ということについて取り組んでいます。
　　今後、著名な方が発掘されて、「ふるさと研究活動」において取り組んでいく必要があると判断されることがあれば、教育委員会でも、テーマとして扱っていくことが必要ではないかと考えています。

（内藤教育長）

　　美甘部長より説明のあったとおり、文化芸術振興課では、所沢市出身の様々な分野で活躍した人物を再評価しようということで、市全体で情報を一ヶ所に集めてデータベース化しました。また、各まちづくりセンターを中心に、各地区の郷土の歴史を勉強していこうという動きも出てきましたので、吉本委員のご意見のような形に結び付けていければと思っています。
　　所沢図書館では、所沢市にゆかりのある作家の把握に努めていると思いますが、そのことについて説明をお願いします。
（中村所沢図書館長）

　　所沢図書館では、所沢市にゆかりのある著述家のリストを作成しています。所沢市出身や在住の方のほか、一時期所沢市にお住まいになっていた方も含まれておりまして、著名な方では、天童荒太さんなどもいらっしゃいます。リストは毎年「図書館まつり」の際に更新し、配布しています。
（寺本委員）

　　重点事業となっているものや、「「学び創造アクティブプラン」学力向上推進事業」において【New】とされている項目は、やはり、もう少し絞っても良いのではないかと思います。例えば、「確かな学力の育成」の中では、重点事業を「未来へ羽ばたく人材育成のためのTokorozawa English Action Plan」のみに絞ると、分かりやすくなり、学校も取り組みやすくなるのではないかと思います。
（美甘教育総務部長）

　　「教育行政推進施策」は、「教育振興基本計画」で体系化されている事業を年度ごとに予算に置き換えて、具体的な事業を実施するというものについて、この施策で紹介するという流れになっています。主な事業の一覧で（新規）と書かれている事業に関しては、３月の市議会において、予算として議会に提案させていただく事業ですので、そのような事業は「教育行政推進施策」に掲載していくことになります。

　　今後、より重点的に取り組む事業を別途記述するなど、中身のあり方について、検討していくことも必要かと考えています。

（中川委員）

　　「生涯スポーツの振興」に関してですが、所沢市が、東京パラリンピックにおけるゴールボールの拠点施設の指定を受けることを目指していると聞いているので、パラスポーツに親しむための教育などについて言及があっても良いのではないかと感じました。
（美甘教育総務部長）

　　東京オリンピック・パラリンピックに関しては、経営企画部、福祉部、及び教育委員会で対応しているところですが、２月１０日付けで、ゴールボールについて、所沢市民体育館が、スポーツ庁によるナショナルトレーニングセンター競技別強化拠点施設の指定を受けました。
　　「教育行政推進施策」は、基本的に予算のついている事業を掲載しているものですが、教育委員会としても、競技を子ども達に理解してもらい広めていくという教育的な視点で考えていきたいと思っています。
（内藤教育長）

　　市内小学校において、ゴールボールの体験教室を開催するなどの活動も行っているので、そのようなことと関連付けて言及することを検討してはいかがでしょうか。
（清水委員）

　　私は、子どもを育てる一番のエネルギーは、「好きなことを見つけだす」ことだと思っています。好きだから勉強するのだと思いますので、一番初めにやらなければならないことは、その子が好きだというものを自分で見つけ出すことだと思っています。勉強を好きにさせるのではなく、好きだから勉強する、という考えです。経験から基づくことですが、それによって、子どもは、驚くほど飛躍的に成長するものです。
子どもが成長して大人の社会に入った後、大人も好きなことで豊かになっていくことが理想だと思っているので、ここに掲載されている施策の中で、子ども達が好きなことを見つけ出すような施策や環境はあるのかということを教えていただきたいと思います。
（田中学校教育部長）

　　一例として「中学生社会体験チャレンジ事業」が挙げられます。これは、市内の商店や事業所を訪問し、職場体験を通して将来に向けたキッカケとなる活動を行うものです。学校によっては、生徒が、関心のある職種に関連した職場を自ら交渉して見つけてくるという取組も行っています。
　　また、「「学び創造アクティブプラン」学力向上推進事業」においても、体験活動の充実の一環として、地域行事への参加を促し、体験を通して学びにつなげる取組も行っていきます。
（清水委員）

　　まさにそういうキッカケで、人生が大きく変わると思うので、キッカケを与えられる体験や機会を増やしていただきたいと思います。
９　報告事項

○所沢市教育委員会後援等名義使用許可について（教育総務課）
○所沢市教育委員会の２月から５月までの主な行事予定について
(教育総務課)
　 ○平成２８年度定期監査（学校監査）について（教育総務課）
　 ○所沢市スポーツ大賞表彰式の実施について（スポーツ振興課）
○所沢市民体育館のナショナルトレーニングセンター競技別強化拠点施設の

指定について（スポーツ振興課）

○ふるさと研究フォーラム「ところざわのお宝！郷土資料を未来へ繋ぐ」

について（生涯学習推進センター）

以下、質疑。

(中川委員)

   所沢市スポーツ大賞に関連して、所沢市出身の力士・北勝富士関が十両優勝して、新入幕を果たしましたが、市として何か対応はなさるのですか。

(海老沢スポーツ振興課長)

　北勝富士関に関しては、以前、所沢市スポーツ大賞で表彰させていただきました。
(内藤教育長)

北勝富士関には、所沢市の観光大使を快く引き受けていただき、所沢市のＰＲに協力していただいています。先日、母校の南小学校と南陵中学校を訪問してくださり、子ども達がとても喜んでいたとのことです。
１０　その他

・教育委員会会議３月定例会：３月２２日（水）午後１時３０分　　　　　　　　　　　　　

所沢市役所６階　６０２会議室
　 ・教育委員会会議４月定例会：４月２４日（月）午前１０時３０分　　　　　　　　　　　　　

所沢市役所６階　６０２会議室
１１　閉　会　午前１１時５５分　

